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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
希
望
に
満
ち
た
新
春
を
お
迎

え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
、
県
下
商
工
会
及
び
商
工
会
連
合
会
の
各
種
事

業
推
進
に
、
格
段
の
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
東
日
本
大
震
災
は
多
く
の
尊

い
人
命
を
奪
い
、
日
本
経
済
に
未
曾
有
の
打
撃
を
与
え
ま
し

た
。

　

そ
し
て
福
島
原
発
事
故
に
よ
る
食
の
安
全
安
心
及
び
環
境

汚
染
へ
の
不
安
感
、
栄
村
を
中
心
と
す
る
県
北
部
地
震
で
は

家
屋
等
の
倒
壊
や
風
評
被
害
、
さ
ら
に
は
急
激
な
円
高
、
長

引
く
景
気
低
迷
等
に
よ
り
、
小
規
模
事
業
者
を
取
巻
く
経
営

環
境
は
大
変
厳
し
い
激
動
の
一
年
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
風
評
被
害
を
払
拭
し
県
下
全
体
の

観
光
振
興
を
図
る
た
め
、
商
工
会
と
の
協
働
体
制
に
よ
る
長

野
県
商
工
会
観
光
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
を
立
ち
上
げ
、
信
州

観
光
地
「
絆
」
宣
言
セ
レ
モ
ニ
ー
及
び
県
内
外
に
向
か
っ
て
、

Ｔ
Ｖ
を
活
用
し
た
県
内
観
光
地
の
魅
力
を
紹
介
す
る
放
映
番

組
制
作
等
、
各
種
観
光
振
興
事
業
を
展
開
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
平
成
24
年
度
も
継
続
実
施
す
る
所
存
で
あ
り
、

こ
の
事
業
を
契
機
と
し
て
商
工
会
観
光
地
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
を
図
り
、
地
域
観
光
振
興
の
展
開
を
図
っ
て
い
き
た
い
と

存
じ
ま
す
。

　

ま
た
、
商
工
業
振
興
に
お
き
ま
し
て
は
、
産
業
振
興
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
各
商
工
会
地
域
の
業
種
別
や
地
域

課
題
等
の
解
決
を
目
指
し
、
産
業
振
興
テ
ー
マ
を
設
定
し

テ
ー
マ
克
服
の
実
現
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

厳
し
い
経
営
環
境
に
あ
る
小
規
模
事
業
者
の
た
め
、
商
工

会
と
の
協
働
体
制
に
よ
る
エ
キ
ス
パ
ー
ト
バ
ン
ク
事
業
等
の

効
果
的
な
運
用
等
に
よ
り
、
的
確
な
支
援
体
制
の
展
開
に
よ

る
企
業
体
質
の
強
化
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
創
業
、
新
連

携
、
農
商
工
連
携
な
ど
新
た
な
る
産
業
振
興
の
展
開
を
支
援

し
、
地
域
全
体
の
産
業
活
性
化
を
推
進
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　

ま
た
、
地
域
商
工
業
者
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
事
業
・
組

織
・
財
政
等
全
般
的
な
分
野
に
お
い
て
「
今
後
、
商
工
会
、

商
工
連
は
ど
う
歩
む
べ
き
か
」
を
研
究
し
、
地
域
に
お
け
る

総
合
経
済
団
体
と
し
て
の
役
目
を
果
た
す
た
め
、
今
後
10
年

を
見
据
え
た
商
工
会
中
期
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
よ
る
具
体
的

な
行
動
計
画
を
策
定
し
、
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
商
工
会
活

動
の
展
開
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

商
工
会
は
、
企
業
と
地
域
の
課
題
解
決
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
し
て
の
機
能
を
充
分
果
た
し
て
い
く
所
存
で
す
の
で
、

会
員
企
業
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
各
位
の
一
層
の
ご
支
援
ご

理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

新
春
の
ご
あ
い
さ
つ

長
野
県
商
工
会
連
合
会
　
会
長
　
矢
﨑
　
昭
和

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
謹
ん
で
新
春
の

お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。　

　

昨
年
を
顧
み
ま
す
と
、
地
球
的
規
模
で
大
き
な
災
害
が
続

い
た
年
と
な
り
ま
し
た
。
特
に
、
栄
村
を
は
じ
め
東
日
本
各

地
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
未
曾
有
の
大
震
災
の
発
生

に
よ
り
、
今
な
お
多
く
の
方
々
が
故
郷
を
離
れ
た
地
で
の
生

活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り
、
被
災
地
の
一
刻
も
早
い
復
興

を
切
に
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

米
紙
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
は
、
東
日
本
大
震
災
に

つ
い
て
「
日
本
の
人
々
に
は
真
に
高
貴
な
忍
耐
力
と
克
己
心

が
あ
る
」
と
讃
え
ま
し
た
が
、
私
達
は
、
大
震
災
を
通
し
て
、

人
と
人
、
あ
る
い
は
地
域
と
地
域
と
い
っ
た
「
絆
」
の
大
切

さ
も
再
認
識
し
ま
し
た
。

　

ブ
ー
タ
ン
国
王
夫
妻
の
日
本
訪
問
は
、
爽
や
か
な
印
象
と

と
も
に
、
私
達
日
本
人
に
人
間
の
生
き
方
の
価
値
に
つ
い
て

考
え
る
機
会
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
健
康
や
幸
せ
、
環
境

を
重
ん
じ
る
国
民
総
幸
福
量
を
基
本
と
し
た
ブ
ー
タ
ン
の
国

づ
く
り
は
、
私
た
ち
が
目
指
す
新
し
い
社
会
の
あ
り
方
に

新
春
を
迎
え
て

長
野
県
知
事
　
阿
部
　
守
一
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と
っ
て
大
変
示
唆
に
富
む
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。　
　

　

日
本
が
大
き
な
時
代
の
転
換
期
に
あ
る
今
日
、
県
政
運
営

も
ま
た
新
し
い
時
代
に
向
け
て
大
き
く
舵
を
切
っ
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
す
。
世
界
の
人
口
が
70
億
人
を
超
え
る
一
方
、

日
本
が
人
口
減
少
期
に
入
り
、
国
内
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
縮
小
す

る
中
で
、
雇
用
を
守
り
、
地
域
の
活
力
を
維
持
し
て
い
く
た

め
に
は
、
海
外
市
場
の
獲
得
や
海
外
と
の
交
流
・
連
携
に
積

極
的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
、
私
は
、
イ
タ
リ
ア
と
中
国
を
訪
問
し
、
海
外
戦
略

の
重
要
性
を
痛
感
い
た
し
ま
し
た
。
世
界
市
場
を
視
野
に
、

長
野
県
の
ト
ー
タ
ル
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
も
の
づ
く
り
産
業
、
観
光
業
、
農
林
業
等
分
野
横
断
で
、

国
際
戦
略
の
策
定
を
行
い
、
海
外
と
連
携
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル

な
視
点
に
立
っ
た
産
業
の
振
興
、
地
域
の
活
性
化
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
移
住
先
と
し
て
人
気
が
高
い
長
野
県
へ
の
定
住

者
の
増
加
や
観
光
や
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
交
流
人
口
の
拡
大
を

行
政
・
民
間
が
一
体
と
な
っ
て
進
め
、
地
域
経
済
を
元
気
に

し
ま
す
。

　
「
信
州
教
育
の
再
生
」
は
、
私
の
基
本
政
策
の
重
要
な
柱

の
一
つ
で
す
。
明
日
の
長
野
県
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
健
や

か
に
た
く
ま
し
く
育
つ
学
習
環
境
を
充
実
す
る
た
め
、
30
人

規
模
学
級
を
来
年
度
か
ら
中
学
２
年
生
、
３
年
生
へ
と
順
次

拡
大
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
「
誰
に
も
出
番
と
居
場
所
の
あ
る
」
県
民
が
主
役
の
長
野

県
の
実
現
の
た
め
に
は
、
こ
う
し
た
産
業
づ
く
り
、
人
づ
く

り
と
と
も
に
、
行
政
改
革
の
推
進
も
不
可
欠
で
す
。「
熱
い

組
織
。
熱
い
職
員
。」
に
よ
り
、長
野
県
か
ら
「
お
役
所
仕
事
」

と
い
う
言
葉
を
な
く
す
決
意
で
「
本
気
の
改
革
」
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。
勤
勉
で
進
取
の
気
性
に
富
ん
だ
県
民
の
皆
様

と
と
も
に
、「
チ
ー
ム
長
野
」
と
し
て
力
を
結
集
し
、
新
し

い
時
代
へ
の
扉
を
拓
き
ま
す
。

　

県
民
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
平
成
24
年

の
新
春
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
一
言
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま

す
。

  

さ
て
、
昨
年
は
、
未
曾
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
東
日
本

大
震
災
や
相
次
ぐ
台
風
な
ど
に
よ
る
災
害
な
ど
、
極
め
て
厳

し
い
状
況
が
続
く
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
我
が
国
経
済
全
般
を
見
て
も
、
一
部
に
は
緩
や
か

な
回
復
が
続
い
て
い
る
と
の
見
方
も
あ
り
ま
す
が
、
歴
史
的

と
も
言
え
る
円
高
や
欧
州
の
信
用
不
安
な
ど
に
よ
り
、
先
行

き
は
極
め
て
不
透
明
で
あ
り
、
特
に
、
地
方
の
中
小
・
小
規

模
事
業
者
を
取
り
巻
く
経
営
環
境
は
か
つ
て
な
い
ほ
ど
厳
し

い
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

  

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
昨
年
11
月
24
日
に
東
京
で
開
催
し

た
第
51
回
商
工
会
全
国
大
会
で
は
、
ま
ず
も
っ
て
、
東
日
本

大
震
災
か
ら
の
復
興
を
期
し
て
、
被
災
地
に
対
す
る
継
続
的

か
つ
強
力
な
支
援
の
実
施
と
と
も
に
、
地
方
に
活
力
を
与
え

る
景
気
対
策
の
実
行
や
、
中
小
・
小
規
模
企
業
対
策
の
拡
充
・

支
援
体
制
の
強
化
等
を
、
政
府
等
に
対
し
強
く
訴
え
る
こ
と

を
決
議
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
今
こ
そ
原
点
に
立
ち
返
り
、
我
々
商
工
会
に
は
、

二
つ
の
大
き
な
使
命
が
あ
る
こ
と
を
再
確
認
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

ま
ず
第
一
は
、
中
小
・
小
規
模
企
業
へ
の
徹
底
し
た
巡
回

訪
問
に
よ
り
、
会
員
支
援
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
と
ら
え
、
き
め

細
や
か
な
支
援
を
実
施
す
る
こ
と
で
あ
り
、
二
つ
目
は
、
少

子
高
齢
化
が
進
む
中
、
合
併
に
よ
っ
て
、
従
来
の
役
場
や
農

協
な
ど
の
機
能
が
失
わ
れ
、
限
界
集
落
が
発
生
す
る
な
ど
、

疲
弊
を
極
め
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
活
動
を
積
極
的

に
展
開
す
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

地
域
に
根
差
し
た
、
唯
一
の
総
合
経
済
団
体
で
あ
る
商
工

会
が
、「
行
き
ま
す 

聞
き
ま
す 

提
案
し
ま
す
」
の
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
の
も
と
、
巡
回
訪
問
を
一
層
強
化
し
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
守
る
最
後
の
砦
と
し
て
、
防
犯
・
防
災
活
動
、

高
齢
者
福
祉
、
伝
統
文
化
の
継
承
も
含
め
た
地
域
を
支
え
る

活
動
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

一
昨
年
の
商
工
会
法
施
行
50
周
年
を
経
て
、
今
後
の
新
た

な
50
年
に
向
け
た
礎
を
築
く
に
あ
た
り
、
今
年
は
、
豊
か
な

地
域
づ
く
り
の
核
と
な
る
べ
く
、
商
工
会
の
二
つ
の
使
命
を

果
た
す
こ
と
に
よ
り
、
組
織
力
の
一
層
の
強
化
に
取
り
組
む

年
に
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

皆
様
の
一
層
の
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
全
国
の
商
工
会
員
の
皆
様
並
び
に
関
係
各
位

に
と
り
ま
し
て
今
年
が
明
る
い
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
心

よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

年
頭
に
あ
た
っ
て

全
国
商
工
会
連
合
会
　
会
長
　
石
澤
　
義
文

新 年 の ご あ い さ つ



　

平
成
23
年
11
月
24
日
（
木
）

に
第
51
回
商
工
会
全
国
大
会
が

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

昨
年
３
月
に
発
生
い
た
し
ま

し
た
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復

興
を
目
指
す
と
と
も
に
、
我
が

国
企
業
全
体
の
87
％
を
占
め
る

小
規
模
企
業
へ
の
抜
本
的
支
援

体
制
の
拡
充
強
化
を
国
に
対
し

て
要
望
い
た
し
ま
し
た
。

　

特
に
、
東
日
本
大
震
災
や
、

歴
史
的
な
円
高
に
よ
り
全
国
の

小
規
模
企
業
に
と
っ
て
は
、
多

大
な
影
響
が
あ
り
、
様
々
な
取

引
関
係
に
あ
る
大
企
業
の
海
外

進
出
に
よ
り
産
業
の
空
洞
化
を

招
き
か
ね
ず
、
小
規
模
企
業
は

今
ま
さ
に
存
亡
の
危
機
に
直
面

し
て
い
ま
す
。

　

日
本
経
済
の
真
の
復
興
を
目

指
す
に
は
、
地
域
に
根
ざ
し
た

小
規
模
企
業
を
は
じ
め
と
す
る

中
小
企
業
へ
の
総
合
的
な
経
営

向
上
へ
の
全
面
的
な
支
援
に
よ

る
地
域
雇
用
の
拡
大
が
必
要
で

あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
国
に
対

し
て
、
地
域
に
活
力
を
与
え
る

景
気
対
策
の
実
行
に
つ
い
て
も

強
く
要
望
い
た
し
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
11
月
25
日
（
金
）
か

ら
27
日
（
日
）
の
３
日
間
、東
京・

池
袋
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ
に
て

全
国
商
工
会
連
合
会
主
催
「
地
域

力
宣
言
２
０
１
１　

ニ
ッ
ポ
ン
全

国
物
産
展
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ニ
ッ
ポ
ン
全
国
物
産
展
は
、
地

域
産
品
販
路
開
拓
支
援
基
金
事
業

の
一
環
と
し
て
、
全
国
に
お
け
る

地
域
資
源
等
を
活
用
し
て
開
発
さ

れ
た
特
産
品
を
中
心
に
、
各
地
域

の
特
色
を
生
か
し
た
産
品
を
一
堂

に
集
め
、
そ
の
成
果
普
及
や
関
係

者
の
情
報
交
換
を
積
極
的
に
行
う

と
と
も
に
、
各
地
の
観
光
Ｐ
Ｒ
を

行
い
、
産
業
お
こ
し
に
よ
る
地
域

経
済
の
活
性
化
、
自
立
化
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

全
国
各
地
か
ら
３
８
２
社
が
参
加
。
今
回
は

東
北
復
興
支
援
と
し
て
、
会
場
で
は
復
興
か
ら

再
建
へ
歩
ん
で
い
る
中
小
企
業
者
の
Ｖ
Ｔ
Ｒ
を

放
映
し
た
り
、

東
北
応
援
の

パ
ネ
ル
を
設

置
す
る
な
ど

東
北
エ
リ
ア

へ
の
誘
客
が

行
わ
れ
ま
し

た
。
長
野
県

に
つ
い
て
も

復
興
支
援
と

し
て
、
有
限

会
社
田
舎
工

房
（
栄
村
）

が
出
展
し
、

郷
土
食
の
あ

ん
ぼ
な
ど
を

販
売
し
ま
し

た
。
他
に
は
、
協
和
社
（
佐
久
市
望
月
）、
合
名

会
社
相
木
商
会
（
北
相
木
村
）、
西
軽
井
沢
物
産

株
式
会
社
（
御
代
田
町
）、高
遠
菓
子
商
組
合
（
伊

那
市
）、
あ
ち
の
里
（
阿
智
村
）、
木
祖
村
商
工
会
、

株
式
会
社
オ
オ
ノ
タ
（
安
曇
野
市
）、
有
限
会
社

テ
ィ
ー
エ
ム
（
白
馬
村
）、
白
馬
サ
ン
プ
ソ
ン

フ
ァ
ー
ム
（
白
馬
村
）
が
地
域
の
特
産
品
販
売

を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
商
工
連
も
長
野
県
観
光
を
積
極
的
に

Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
お
出
か
け
食
べ
ル
ー
ト
等
の

Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
放
映
と
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
４
、０
０
０

部
配
布
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
開
催
に
あ
た
り
商
工
連
矢
﨑
会
長
よ

り
出
展
者
に
対
す
る
激
励
の
挨
拶
と
ア
ル
ク
マ

に
よ
る
観
光
Ｐ
Ｒ
を
行
い
、
会
場
に
華
を
そ
え

ま
し
た
。

　

会
期
中
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
来
場
者
は
３
日

間
累
計
約
14
万
人
に
の
ぼ
り
、
大
盛
況
で
し
た
。

～
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
を
目
指
し
て
～

　
商
工
会
全
国
大
会
が
開
催

 
商
工
会
全
国
大
会

お客様で賑わう長野県ブース

第51回  商工会全国大会

アルクマと出展者らで記念撮影
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こ
れ
ま
で
本
県
商
工
会
は
、平
成
６
年
度
に
制
定
し
た
「
チ
ャ

レ
ン
ジ
21
行
動
計
画
」
以
降
、現
在
の
「
新
改
革
プ
ラ
ン
」
ま
で
、

各
プ
ラ
ン
に
基
づ
い
て
活
動
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

商
工
会
も
法
制
化
50
周
年
の
節
目
を
経
て
、
新
た
な
プ
ラ
ン

に
基
づ
い
た
行
動
を
起
こ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

現
在
の
商
工
会
地
区
で
は
、
住
民
の
高
齢
化
が
急
激
に
進
ん

で
い
ま
す
。
ま
た
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
展
し
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

の
問
題
等
世
界
経
済
と
の
つ
な
が
り
が
身
近
と
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
県
内
商
工
会
に
お
い
て
は
、
特
に
中
山
間
地
に

お
い
て
、
人
口
の
減
少
に
伴
う
商
業
の
衰
退
が
課
題
と
な
っ
て

お
り
、
更
に
会
員
の
高
齢
化
に
伴
う
廃
業
等
に
よ
り
、
商
工
会

員
が
減
少
す
る
な
ど
も
問
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
商
工
会
地
域
や
商
工
会
組
織
の
停
滞
ム
ー
ド
を
払

拭
す
る
べ
く
、
商
工
会
同
士
や
商
工
連
と
の
連
携
や
絆
を
強
化

す
る
こ
と
で
、
将
来
の
光
明
を
見
出
す
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
平
成
25
年
度
か
ら
10
年
間
の
、
県
下

商
工
会
の
指
針
と
な
る
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
作
成
し
ま
す
。

　

本
年
度
は
こ
れ
ま
で
「
商
工

会
・
商
工
連
は
ど
う
歩
む
べ
き

か
」
を
将
来
展
望
す
る
た
め
の

意
見
交
換
会
を
計
18
回
開
催
し
、

商
工
会
長
・
商
工
会
副
会
長
の

皆
さ
ま
、
商
工
会
職
員
よ
り
ご

意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
、
県
下
商
工
会
青
年
部
・
女

性
部
の
皆
さ
ま
か
ら
も
ご
意
見

を
ア
ン
ケ
ー
ト
や
会
議
の
場
に

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
12
月
22
日
（
木
）

に
は
、
第
１
回
商
工
会
中
期
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
委
員
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
今
後
は
委
員
会
に
て

案
を
策
定
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

プ
ラ
ン
は
、
商
工
連
の
組
織
決

定
を
経
て
、
商
工
会
等
関
係
者
へ

公
表
い
た
し
ま
す
。
平
成
25
年
度

か
ら
の
具
体
的
実
施
段
階
で
は
、

計
画
実
施
状
況
の
検
証
と
プ
ラ
ン

修
正
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　平成23年12月２日（金）長野市に於いて、東京電力福
島原子力発電所の事故により被害を受けた事業者を対象
に損害賠償請求に関する説明会を開催し、野沢温泉村や
白馬村の宿泊業者等およそ30人が参加しました。
　東電側より原子力損害賠償紛争審査会の中間指針を基
に補償の範囲や請求方法の説明がありました。
　今回、長野県で補償対象となるのは、風評被害により
５月末までに生じた外国人観光客の解約に伴う減収分で
あり、参加者からは「補償がなぜ５月末までなのか。」「今
冬が一番大変。補償期限を広げてほしい。」「東電と国と

力を合わせてセー
フティネットを考
えてほしい。」と
長期的な対応を求
める声が相次ぎま
した。

　また、「今冬のオーストラリアの予約状況は例年の10分
の１。ファミリー層が入って来ない。」といった外国人観
光客の低迷を懸念する声も上がりました。
　これに対し、東電側は「現在は中間指針に沿った補償
内容であり、今後の状況変化を踏まえて対応したい。」と
説明しました。
　東電ではコールセンターを設置し、以下の電話番号（通
話料無料）にて請求書式の発送と相談を行っています。
本件事故により損害を被られた方や、賠償の請求につい
て不明な点がある方は、お手数ですが、先ずは東京電力
株式会社福島原子力補償相談室（コールセンター）へご
連絡ください。

東京電力株式会社
福島原子力補償相談室（コールセンター）

0120-926-404（受付時間／午前９時～午後９時）

東京電力福島第一・第二原子力発電所事故による事業者の損害賠償請求説明会を開催

～
商
工
会
中
期
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
委
員
会
を
発
足
～

第１回中期マスタープラン策定委員会

矢﨑会長から大窪委員長・森本副委員長に諮問書を手渡す

商
工
会
中
期
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定
を
開
始

（敬称略）商工会中期マスタープラン策定委員会委員名簿
役名 氏　名 所属・役職

委 員 長 大窪　幹夫 商工連理事、小布施町商工会長
副委員長 森本　光洋 商工連理事、伊那市商工会長
委 員 樋口　一清 信州大学経営大学院 教授
委 員 石原　秀樹 長野県商工労働部 産業政策課長
委 員 片山　昌男 長野県市長会 事務局長
委 員 大島　俊二 長野県町村会 事務局長
委 員 本多　英一 全国商工会連合会 組織運営部長
委 員 由井　正隆 商工連理事、佐久穂町商工会長
委 員 西沢　信男 商工連理事、白馬商工会長
委 員 細野　邦俊 商工連 専務理事
委 員 小島　　薫 県商職協会長、宮田村商工会 事務局長
委 員 佐藤　豊一 小海町商工会 事務局長
委 員 前島登志夫 高森町商工会 事務局長
委 員 樋口　信雄 南木曽商工会 事務局長
委 員 原　　隆文 長野市商工会 事務局長
委 員 馬塲　進一 商工連 事務局長

東電による賠償方針説明
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山
ノ
内
町
商
工
会
で
は
、
平
成
23
年
７
月
、

山
ノ
内
町
社
会
福
祉
協
議
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
と
連
携
し
て
、買
い
物
支
援
事
業「
わ

く
わ
く
商
店
街
」
を
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。

　

毎
月
２

回
、
つ
つ
み

住
民
活
動
セ

ン
タ
ー
の
一

室
に
商
工
会

会
員
８
店
が

出
店
し
て
、

ミ
ニ
・
ス
ー

パ
ー
を
開

設
、
町
内
の

お
年
寄
り
や

障
が
い
者
の
方
な
ど
に
、
食
料
品
、
日
用
雑
貨
、

衣
料
品
、
介
護
用
品
な
ど
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
の
ワ
ゴ
ン
車
が
町
内

９
地
区
を
回
り
、
お
年
寄
り
た
ち
を
自
宅
近
く

か
ら
会
場
ま
で
送
迎
し
ま
す
。
商
工
会
職
員
も

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
の
た
め
、
実
地
研
修

と
し
て
参
加
し
、
お
客
さ
ま
と
の
ふ
れ
あ
い
を

体
感
し
て
い
ま
す
。

　

廊
下
に
は
、
簡
単
な
サ
ロ
ン
が
設
け
ら
れ
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち
が
お
茶
や
漬
け
物

を
ふ
る
ま
っ
た
り
、
落
語
や
ぬ
り
絵
な
ど
毎
回

違
っ
た
お
楽
し
み
を
用
意
し
て
、
買
い
物
に
来

ら
れ
た
方
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
「
や
り
な
が
ら
考
え
よ
う
！
」
と
い
う
こ
と

で
と
り
あ
え
ず
ス
タ
ー
ト
し
、
お
客
さ
ま
の
ご

意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
よ
り
よ
い
サ
ー
ビ
ス
が

提
供
で
き
る
よ
う
模
索
し
つ
つ
進
め
て
い
ま

す
。

　

県
青
連
で
は
、
平
成
23
年
11
月
16
日
諏
訪
市
で
、
青

年
部
員
事
業
所
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
拡
大
を
図
り
、

互
い
に
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
の
交
流
を
深
め
、

ま
た
、
事
業
所
や
自
身
が
抱
え
て
い
る
問
題
や
悩
み
を

互
い
に
打
ち
明
け
、
助
言
し
合
う
こ
と
で
、
経
営
等
の

課
題
解
決
に
役
立
て
る
こ
と
を
目
的
に
「
長
野
県
商
工

会
青
年
部
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
交
流
会
」
を
開
催
。

県
下
よ
り
青
年
部
員
48
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

交
流
会
で
は
、
マ
ッ
チ
ン
グ
事
業
の
計
画
段
階
か
ら

参
画
い
た
だ
い
て
い
る
株
式
会
社
Ｍ
Ｋ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
の
黒
沢
正
行
氏
よ
り
趣
旨
説
明
が
あ
り
、
そ
の
後

７
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
、
自
社
の
紹
介
や
「
世
代
交
代
＆
人
材
育

成
」、「
情
報
発
信
＆
商
品
開
発
」
の
い
ず
れ
か
よ
り

選
択
し
た
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
内
の
参
加
者
が
抱
え
る
課
題
を
互
い
に

検
討
し
合
い
、
発
表
の
場
に
お
い
て
経
営
上
の
問
題

を
参
加
者
同
士
で
共
有
す
る
こ
と
で
、
経
営
改
善
の

ヒ
ン
ト
を
得
る
な
ど
有
意
義
な
情
報
交
換
と
な
り
ま

し
た
。

　

今
後
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
青
年
部
員
間
の
商
取
引
が
ネ
ッ
ト
上
で
で

き
る
な
ど
の
事
業
を
推
進
し
て
い
く
予
定
で
す
。

 
商
工
会
は
い
ま
─

山ノ内町商工会

Syokoukai
NOW!

北信 Vol.86
わくわく商店街

わくわく商店街  外観

「
諏
訪
で
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
築
く
」

   

長
野
県
商
工
会
青
年
部
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
交
流
会

グループディスカッション

黒沢正行氏
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長
年
（
32
年
）
Ｉ
Ｔ
業
界
に
携
わ
る
中
で
、
シ
ス
テ
ム
構
築
・
導
入
、
Ｐ
Ｃ
・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築
や
ト
ラ
ブ
ル
サ
ポ
ー
ト
、
社
内
Ｉ
Ｔ
教
育
等
い
ろ
い
ろ
な
ご
相
談

を
い
た
だ
い
て
き
ま
し
た
。
最
近
は
多
く
の
経
営
者
の
皆
様
か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
制

作
に
つ
い
て
の
ご
相
談
を
よ
く
い
た
だ
き
ま
す
が
、
そ
の
中
で
も
多
い
の
が
「
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
作
っ
て
み
た
け
ど
、
な
か
な
か
商
売
に
繋
が
ら
な
い
」
と
い
っ
た
相
談

で
す
。

　

よ
く
聞
く
話
で
す
が
、
何
故
で
し
ょ
う
か
？
原
因
は
「
自
社
の
こ
と
、
自
社
の
お

客
様
の
こ
と
を
良
く
分
析
せ
ず
に
分
ら
な
い
ま
ま
、
と
り
あ
え
ず
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

立
ち
上
げ
て
い
る
」
か
ら
な
の
で
す
。
闇
雲
に
作
っ
て
も
効
果
は
得
ら
れ
ま
せ
ん
。

自
社
の
お
客
様
が
ネ
ッ
ト
社
会
で
何
を
必
要
と
考
え
、
ど
う
行
動
し
て
い
る
か
（
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
ど
う
活
用
し
て
い
る
か
）
分
ら
な
け
れ
ば
効
果
の
あ
る
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
は
作
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
な
り
に
商
売
を
し
て
い
れ
ば
、
横
並
び
で
誰
も
が
ま
ず
ま
ず
の
業
績
を
あ
げ

る
こ
と
が
で
き
た
時
代
は
終
わ
り
、
現
在
は
本
当
に
お
客
様
か
ら
必
要
と
さ
れ
て
い

な
け
れ
ば
企
業
は
生
き
残
れ
な
い
時
代
で
す
。
自
社
の
必
要
性
を
情
報
と
し
て
発
信

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
制
作
す
る
作
業
と
は
、
本
来
、
自
社
の
魅
力
（
必
要
性
）
を
明

確
に
し
、
そ
の
魅
力
を
必
要
と
し
て
い
る
お
客
様
へ
伝
え
る
事
な
の
で
す
。
そ
し
て

そ
の
作
業
を
通
し
て
自
社
の
最
も
競
争
力
の
あ
る
魅
力
を
見
つ
け
、
経
営
に
役
立
て

る
こ
と
な
の
で
す
。

■
効
果
の
あ
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
り
の
ポ
イ
ン
ト

　

そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
の
状
況
、
資
源
、
志
・
価
値
観
、
顧
客
層
、
取
扱
製
品
、
競
合

状
況
な
ど
に
よ
り
企
業
の
特
徴
は
異
な
り
、そ
の
企
業
活
動
の
中
で
の
「
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
役
割
、目
的
を
何
に
す
る
か
」、「
ど
の
よ
う
な
効
果
を
期
待
す
る
の
か
」
に
よ
り
、

「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
コ
ン
セ
プ
ト
（
特
徴
）」
や
内
容
は
全
く
異
な
っ
て
き
ま
す
。

　

私
は
、
こ
の
よ
う
な
ご
相
談
に
は
、
ま
ず
初
め
に

　

⑴ 

組
織
が
目
指
す
（
理
想
的
な
姿
）　
「
大
切
に
し
て
い
る
志
・
価
値
観
」

　

⑵
顧
客
認
識　
「
何
を
・
誰
に
」（
商
品
戦
略
・
顧
客
戦
略
）

　

⑶ 

競
争
認
識
「
ど
こ
で
一
番
に
な
る
・
競
合
は
」（
エ
リ
ア
戦
略
・
競
合
戦
略
）

　

⑷
経
営
資
源
認
識

　

⑸
変
革
認
識
「
課
題
・
問
題
解
決
」

　

⑹
組
織
情
報

と
い
っ
た
点
か
ら
組
織
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
整
理
し
、
ま
と
め
ま
す
。
こ
の
組
織
プ
ロ

フ
ィ
ー
ル
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
に
役
立
つ
だ
け
で
は
な
く
、
今
後
の
企
業
経
営
、

経
営
革
新
を
考
え
る
ツ
ー
ル
に
も
な
り
ま
す
。

　

こ
の
組
織
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
基
に
、
企
業
の
営
業
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
役
割
・
目
的
を
明
確
に
し
ま
す
。
自
社
の「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
目
的
」「
タ
ー

ゲ
ッ
ト
」
に
合
っ
た
的
確
な
「
仕
組
み
作
り
（
対
処
）」
を
す
れ
ば
大
き
な
効
果
を

発
揮
す
る
ツ
ー
ル
（
道
具
）
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
為
に
は
し
っ
か
り
と
し
た
的
確
な
設
計
が
必
要
で
す
。
設
計
が
し
っ
か
り
し

て
い
れ
ば
あ
と
は
そ
の
通
り
に
作
る
だ
け
で
す
。
設
計
に
は
以
下
の
よ
う
な
ポ
イ
ン

ト
が
あ
り
ま
す
。

１
．
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
目
的

　

 　

企
業
活
動
の
中
で
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
役
割
・
目
的
（
認
知
度
向
上
、
販
売
促
進
、

ネ
ッ
ト
販
売
、人
材
募
集
等
）
と
そ
の
効
果
を
明
確
に
し
、そ
の
為
に
必
要
な
機
能
、

内
容
、
ペ
ー
ジ
構
成
を
設
計
し
ま
す
。

２
．
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
コ
ン
セ
プ
ト

　

 　

コ
ン
セ
プ
ト
と
は
「
個
性
」・「
特
徴
」
づ
け
。「
ハ
ッ
キ
リ
と
し
た
印
象
」
を

与
え
る
こ
と
に
よ
る
あ
な
た
の
会
社
の
イ
メ
ー
ジ
付
け
で
す
。
大
切
な
こ
と
は「
お

客
様
が
あ
な
た
の
会
社
の
こ
と
を
、
ふ
だ
ん
の
生
活
シ
ー
ン
で
も
思
い
出
す
こ
と

が
で
き
る
イ
メ
ー
ジ
づ
く
り
」
で
す
。
お
客
様
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
い
る
時

に
だ
け
必
要
性
を
感
じ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
、
殆
ど
は
通
常
の
生
活
の
中
で

必
要
性
を
感
じ
た
時
に
あ
な
た
の
会
社
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
く
れ
る
か
ど
う
か

で
す
。
そ
の
よ
う
な
コ
ン
セ
プ
ト
を
決
め
る
為
に
「
組
織
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
」
の
他

に
「
魅
力
発
掘
シ
ー
ト
」
と
い
う
簡
単
な
質
問
票
を
使
い
、
そ
の
回
答
内
容
か
ら

企
業
の
魅
力
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。
不
思
議
な
話
で
す
が
、
企
業
自
身
で
は
長
年

そ
の
事
業
に
携
わ
っ
て
い
て
も
、
自
身
の
目
で
客
観
的
に
業
界
や
市
場
に
お
い
て

の
自
社
の
強
み
、
売
り
、
ユ
ニ
ー
ク
な
点
を
把
握
す
る
こ
と
は
意
外
に
難
し
い
も

の
で
す
が
、
こ
の
「
魅
力
発
掘
シ
ー
ト
」
に
よ
り
効
率
的
に
ま
と
め
る
こ
と
が
可

能
で
す
。

３
．
何
を
何
処
の
誰
に
ど
の
様
に
提
供
す
る
か

　

⑴ 

製
品
や
会
社
の
ど
ん
な
情
報
を
伝
え
た
ら
魅
力
を
感
じ
て
い
た
だ
け
、
共
感
さ

れ
る
の
か
、
そ
の
為
に
は
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
た
だ
並
べ
る
だ
け
で
は
ダ
メ
で
、

製
品
を
利
用
し
た
時
の
魅
力
や
メ
リ
ッ
ト
が
伝
わ
る
紹
介
を
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
お
客
様
は
そ
の
製
品
ま
た
は
サ
ー
ビ
ス
を
購
入
し
た
こ
と
に
よ
り
、
ど

の
様
に
効
果
、
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
を
知
り
た
い
の
で
あ
っ
て
、
製
品
を
買

う
事
が
最
終
目
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
並
べ
て
お
い
て
も
何
の
魅
力
も
伝

わ
り
ま
せ
ん
。

　

⑵ 

対
象
と
な
る
顧
客
に
よ
り
対
象
と
な
る
製
品
も
異
な
り
ま
す
。
た
と
え
ば
新
規

顧
客
向
け
で
あ
れ
ば
お
試
し
セ
ッ
ト
の
よ
う
な
商
品
も
良
い
で
し
ょ
う
。
既
存

顧
客
向
け
で
あ
れ
ば
段
階
的
に
提
案
し
て
い
け
る
商
品
で
も
良
い
で
し
ょ
う
。

対
象
と
な
る
お
客
様
は
個
人
消
費
者
（
Ｂ
to
Ｃ
）
か
、
企
業
購
買
担
当
者
等

（
Ｂ
to
Ｂ
）
か
に
よ
っ
て
も
提
供
す
べ
き
情
報
が
異
な
っ
て
き
ま
す
。
顧
客
と

商
品
と
の
関
係
を
一
覧
に
ま
と
め
て
み
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
商
品
の
タ
ー
ゲ
ッ

ト
が
明
確
に
な
り
、
ど
の
よ
う
な
商
品
の
提
案
内
容
に
す
べ
き
か
明
確
に
な
っ

て
き
ま
す
。

４
．
競
合
他
社
は
誰
？
ど
の
様
に
差
別
化
す
る
か
？

　

⑴ 

自
社
の
強
み
・
独
自
性
は
？

　

⑵ 

競
合
他
社
は
ど
こ
か
？
そ
の
戦
略
は
？
ど
の
様
に
差
別
化
す
る
か
？

５
．
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
構
築

　

⑴ 

お
客
様
、
利
用
者
が
使
い
易
い
構
成
、
動
線
に
沿
っ
た
レ
イ
ア
ウ
ト
、
デ
ザ
イ

ン
を
心
掛
け
る
。

　

⑵ 

最
近
の
作
成
ツ
ー
ル
と
し
て
は
、
ユ
ー
ザ
ー
自
身
で
更
新
し
易
い
ク
ラ
ウ
ド
型

の
サ
ー
ビ
ス
等
も
あ
り
ま
す
。

６
．
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
用
プ
ロ
セ
ス

　

⑴ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
一
度
構
築
し
て
し
ま
え
ば
終
わ
り
で
は
な
く
、P

lan

︱
﹀

D
o

︱
﹀S

ee

の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
を
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
り
、
常
に
変
化
す

る
ネ
ッ
ト
市
場
（
顧
客
ニ
ー
ズ
）
に
継
続
的
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
可
能
で

す
。
小
さ
く
始
め
て
大
き
く
育
て
る
こ
と
（
試
し
な
が
ら
段
階
的
に
構
築
）
が

可
能
で
、
費
用
リ
ス
ク
を
最
小
限
に
し
ま
す
。　

　

⑵ 

現
在
は
ア
ク
セ
ス
ロ
グ
解
析
機
能
が
殆
ど
の
レ
ン
タ
ル
サ
ー
バ
や
ク
ラ
ウ
ド
型

サ
ー
ビ
ス
に
も
標
準
機
能
と
し
て
あ
り
ま
す
。
こ
の
ア
ク
セ
ス
ロ
グ
を
確
認
し
、

当
初
想
定
し
て
い
た
見
込
客
が
ど
れ
だ
け
ア
ク
セ
ス
を
し
て
き
て
い
る
か

チ
ェ
ッ
ク
し
、
想
定
と
異
な
る
場
合
は
軌
道
修
正
し
て
い
き
ま
す
。
た
と
え
ば
、

ア
ク
セ
ス
数
は
多
い
の
に
問
合
せ
や
購
入
数
（
成
約
率
）
が
低
い
場
合
は
内
容

に
問
題
が
あ
る
（
魅
力
的
で
な
い
）
可
能
性
が
高
く
対
応
を
検
討
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ど
の
様
な
キ
ー
ワ
ー
ド
で
ア
ク
セ
ス
が
多
い
か
チ
ェ
ッ
ク

を
す
る
こ
と
で
Ｓ
Ｅ
Ｏ
対
策
（
検
索
エ
ン
ジ
ン
対
策
）
に
も
対
応
し
て
い
く
こ

と
が
可
能
で
す
。

　

⑶ 

現
在
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
は
沢
山
の
利
用
者
を
抱
え
て
い
る
多
く
の
便
利
な

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。T

w
itter

、F
aceb

ook

、

m
ix

i

等
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
や
ブ
ロ
グ
サ
イ
ト
、
そ
し
てY

ou
T

u
b
e

の
よ
う
な
動
画
掲
載
サ
イ
ト
、U

stream

の
よ
う
な
ラ
イ
ブ
中
継
サ
ー
ビ
ス

ま
で
大
変
多
く
の
方
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
サ
ー
ビ
ス
と
連
携

し
活
用
し
て
、
趣
向
の
同
じ
見
込
顧
客
を
絞
り
込
ん
だ
り
、
実
店
舗
や
イ
ベ
ン

ト
会
場
へ
誘
導
し
た
り
運
用
の
中
で
大
い
に
活
用
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
営
業
所 

　

本
来
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
い
う
市
場
に
営
業
所
を
出
す
よ
う
な

も
の
で
す
。
営
業
所
の
運
営
は
「
営
業
戦
略
」
に
も
と
づ
い
て
「
営
業
所
長
」
が
任

命
さ
れ
る
は
ず
で
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
い
う
営
業
所
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
必
要

な
の
は
「
パ
ソ
コ
ン
が
得
意
」
か
ど
う
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
デ
ザ
イ
ン
が
き
れ
い

か
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
な
の
に
、
パ
ソ
コ
ン
が
得
意
と
い
う
だ
け
の
担
当
者
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
業
者
に
マ
ル
投
げ
し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
為
、
商
売
に
繋
が

ら
な
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
い
う
営
業
所
が
で
き
て
し
ま
う
の
で
す
。「
営
業
戦
略
」

の
検
討
は
経
営
者
の
仕
事
で
す
。 

　

経
営
者
自
ら
の
理
解
が
必
要
と
い
っ
て
も
、
経
営
者
が
「
専
門
的
な
技
術
知
識
」

を
身
に
つ
け
る
必
要
は
も
ち
ろ
ん
あ
り
ま
せ
ん
。
細
か
い
技
術
的
な
部
分
は
分
ら
な

く
て
も
、
経
営
的
な
視
点
で
「
ネ
ッ
ト
社
会
が
現
在
商
売
し
て
い
る
実
社
会
と
ど
う

違
い
、
そ
し
て
そ
の
ネ
ッ
ト
社
会
で
自
社
の
お
客
様
が
ど
う
行
動
す
る
の
か
」
と
い

う
こ
と
が
理
解
で
き
れ
ば
、
そ
れ
に
対
し
て
自
社
の
「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
い
う
営
業

所
で
ど
う
対
処
を
し
て
い
け
ば
よ
い
か
」
が
明
確
に
な
り
、
自
社
の
営
業
プ
ロ
セ
ス

に
繋
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
後
も
様
々
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
サ
ー
ビ
ス
が
現
れ
て
く
る
こ
と
と
思
い
ま

す
が
、
何
が
ど
の
よ
う
な
利
用
に
効
果
が
あ
る
の
か
、
実
践
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
し

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
よ
り
多
く
の
中
小
企
業
や
お
店
の
魅
力
を
お
伝
え
で
き

た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。
是
非
ご
相
談
下
さ
い
。

ONE POINT ADVICE

経営

中
小
企
業
に
役
立
つ

　
　
　
　
　

Ｉ
Ｔ
活
用

株
式
会
社
す
き
こ
そ
じ
ょ
う
ず 

　

代
表
取
締
役

　
　
　
　

竹
内 

宗
一 

氏
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企
業
に
と
っ
て
、
ト
ラ
ブ
ル
は
避
け
た
い
も
の
で
す
が
、

残
念
な
が
ら
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
た
場
合
に
は
、
そ
れ

に
対
処
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
も
ト
ラ
ブ

ル
の
解
決
方
法
を
あ
る
程
度
理
解
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

解
決
方
法
に
は
、
大
き
く
分
け
る
と
、
法
的
手
段
に
よ
る

方
法
と
法
的
手
段
で
は
な
く
当
事
者
間
の
話
合
い
で
解
決
す

る
方
法
、
す
な
わ
ち
一
般
に
示
談
と
呼
ば
れ
て
い
る
方
法
が

あ
り
ま
す
。

　

法
的
手
段
に
よ
る
解
決
と
示
談
に
よ
る
解
決
と
の
選
択
基

準
で
す
が
、
い
く
つ
か
の
ポ
イ
ン
ト
を
あ
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

ま
ず
、
そ
の
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
が
当
社
側
に
あ
る
の
か
、

相
手
側
に
あ
る
の
か
に
よ
っ
て
、
対
応
が
異
な
る
と
思
い
ま

す
。
当
社
側
に
あ
る
場
合
に
は
、
可
能
な
限
り
、
迅
速
に
対

応
し
て
一
定
の
解
決
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
す
か
ら
、
基
本

的
に
は
示
談
に
よ
る
解
決
方
法
と
な
り
ま
す
。
但
し
、
ト
ラ

ブ
ル
の
原
因
が
当
社
側
に
あ
る
場
合
で
も
、
相
手
方
の
請
求

す
る
金
額
が
常
識
的
な
範
囲
を
超
え
る
場
合
に
は
、
話
し
合

い
に
よ
る
解
決
が
困
難
と
な
り
ま
す
か
ら
、
法
的
手
段
で
問

題
を
解
決
す
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
相
手
方
か
ら
の
理

不
尽
な
要
求
に
応
じ
る
こ
と
は
、
い
く
ら
紛
争
を
解
決
す
る

こ
と
が
優
先
さ
れ
た
も
の
だ
と
し
て
も
、
適
正
な
解
決
方
法

を
逸
脱
し
た
も
の
と
し
て
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
上
、
好
ま

し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
が
当
社
側

に
あ
る
場
合
で
も
、
そ
れ
が
金
額
賠
償
と
評
価
さ
れ
る
か
ど

う
か
は
、
事
案
に
よ
っ
て
、
難
し
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
販

売
方
法
や
窓
口
ト
ラ
ブ
ル
で
当
社
側
の
従
業
員
の
対
応
に
問

題
が
あ
っ
た
場
合
で
も
、
直
ち
に
、
法
的
に
金
額
賠
償
に
転

化
す
る
と
は
限
ら
な
い
か
ら
で
す
。
例
え
ば
、
販
売
ト
ラ
ブ

ル
で
、従
業
員
の
態
度
が
悪
か
っ
た
と
か
、説
明
不
足
で
あ
っ

た
場
合
で
も
、
顧
客
が
会
社
を
休
ん
で
ト
ラ
ブ
ル
に
対
応
し

た
と
し
て
、
休
業
損
害
を
請
求
し
て
き
た
場
合
、
そ
れ
に
応

じ
る
べ
き
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
問
題
に
つ
い
て
は
、

当
社
だ
け
の
判
断
で
は
な
く
、
弁
護
士
に
相
談
の
う
え
で
、

決
定
す
べ
き
で
し
ょ
う
。

　

次
に
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
要
素
は
、
法
的
手
段
は
、

解
決
ま
で
に
時
間
と
費
用
が
か
か
る
と
い
う
点
で
す
。
特
に
、

正
式
裁
判
の
場
合
は
、
事
案
に
も
よ
り
ま
す
が
、
解
決
ま
で

に
一
年
程
度
は
か
か
る
も
の
と
考
え
た
ほ
う
が
良
い
で
し
ょ

う
。
一
年
も
待
て
な
い
と
い
う
場
合
に
は
、
話
し
合
い
に
よ

る
解
決
を
図
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
裁
判
費
用
の
中

で
は
、
主
に
弁
護
士
費
用
が
ご
心
配
で
し
ょ
う
が
、
弁
護
士

に
依
頼
す
る
前
に
費
用
の
説
明
を
き
ち
ん
と
受
け
て
か
ら
、

依
頼
す
る
か
ど
う
か
を
決
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
ト
ラ
ブ

ル
の
金
額
が
少
額
で
す
と
弁
護
士
費
用
の
方
が
多
額
に
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

示
談
に
よ
る
解
決
で
は
な
く
、
法
的
手
段
に
よ
る
解
決
を

選
択
し
た
場
合
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
解
決
方
法
が
あ
る

で
し
ょ
う
か
。
ま
ず
、
正
式
裁
判
を
申
し
立
て
る
前
に
保
全

処
分
を
求
め
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。
当
社
側
の
債
権
が
金
銭

的
な
請
求
で
あ
る
場
合
に
は
、
代
表
的
な
例
と
し
て
仮
差
押

の
方
法
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
事
案
に
よ
っ
て
は
、
仮
処
分

を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、

当
社
側
に
所
有
権
が
あ
る
動
産
類
が
他
の
第
三
者
に
売
却
処

分
さ
れ
て
、
民
法
上
の
即
時
取
得
の
危
険
性
が
あ
る
場
合
に

は
、
占
有
移
転
禁
止
の
仮
処
分
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
保
全

処
分
は
、
急
を
要
す
る
場
合
が
多
い
の
で
、
で
き
る
だ
け
早

く
弁
護
士
に
相
談
し
て
、
早
期
に
準
備
に
着
手
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

　

次
に
訴
訟
と
呼
ば
れ
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。
一
般
の
方
が

イ
メ
ー
ジ
す
る
裁
判
と
い
う
方
法
で
す
。
通
常
の
事
件
で
は
、

双
方
に
弁
護
士
が
代
理
人
で
つ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
主
張
を
尽

く
し
、
ま
た
証
拠
を
提
出
し
て
、
裁
判
官
に
よ
る
慎
重
な
判

断
を
仰
ぐ
方
法
で
す
。
前
述
の
と
お
り
、
時
間
は
か
か
り
ま

す
が
、
双
方
の
言
い
分
を
公
正
に
判
断
し
て
も
ら
い
ま
す
の

で
、
一
番
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
方
法
で
す
。
裁
判
で
は
、
や

は
り
客
観
的
な
証
拠
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
普
段
か
ら
取
引

の
経
過
を
文
書
化
し
て
保
存
し
て
お
く
こ
と
が
好
ま
し
い
で

し
ょ
う
。
口
頭
で
の
約
束
事
は
危
険
で
す
。
手
間
が
か
か
り

ま
す
が
、
双
方
の
合
意
事
項
を
文
書
化
す
る
く
せ
を
つ
け
て

お
き
た
い
も
の
で
す
。

ONE POINT ADVICE

法律

企
業
ト
ラ
ブ
ル
の

　
　
　
　

 

解
決
方
法

林
一
樹
法
律
事
務
所

弁
護
士　

林 

一
樹 

氏



9 ●商工連ながのH24.1月号

　　

有
限
会
社
Ｎ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｓ
（
ノ
ー
ツ
）
は
産
業

用
機
械
の
組
立
、
配
線
、
デ
バ
ッ
ク
、
半
導
体

テ
ス
タ
ー
の
デ
バ
ッ
ク
調
整
等
の
業
務
を
行

う
会
社
と
し
２
０
０
４
年
に
立
ち
上
げ
ま
し

た
。
現
在
は
従
業
員
13
人
で
地
元
の
企
業
様
と

密
着
し
た
お
付
き
合
い
を
さ
せ
て
頂
い
て
お

り
ま
す
。

　

２
０
０
８
年
か
ら
は
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
商
品
の
設
計
、
開

発
、
販
売
を
行
う
部
署
（
ノ
ー
ツ
・
グ
リ
ー
ン

エ
ネ
ル
ギ
ー
）
を
新
た
に
作
り
、
こ
れ
ま
で
の

Ｂ
to
Ｂ
の
み
の
ス
タ
イ
ル
か
ら
Ｂ
to
Ｃ
ス
タ

イ
ル
の
営
業
展
開
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
現
在

は
主
に
太
陽
光
発
電
を
利
用
し
た
新
商
品
の

開
発
と
販
売
に
奔
走
中
で
す
。

　

一
般
に
太
陽
光
発
電
で
頭
に
浮
か
ぶ
も
の

は
、
住
宅
や
工
場
の
屋
根
に
取
り
付
け
電
力
会

社
に
販
売
す
る
シ
ス
テ
ム
を
想
像
さ
れ
る
と

思
い
ま
す
が
、
弊
社
の
取
り
組
ん
で
い
る
も
の

は
独
立
型
と
い
わ
れ
売
電
を
行
う
の
で
は
な

く
、
作
り
出
し
た
電
力
を
自
身
の
専
用
蓄
電
池

に
貯
め
、
使
用
し
て
い
く
シ
ス
テ
ム
に
特
化
し

た
商
品
開
発
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
わ
か
り
や

す
い
も
の
は
ソ
ー
ラ
ー
街
灯
シ
ス
テ
ム
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
防
災
避
難
場
所
等
に
導
入
し
て

頂
い
て
お
り
ま
す
。

　

電
力
供
給
の
な
い
場
所
で
の
電
気
使
用
を

お
考
え
の
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

今
後
、
太
陽
光
発
電
装
置
の
開
発
を
行
い
つ

つ
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
の
で
き
る
装
置
の
中

の
一
つ
で

あ
る
燃
料

電
池
を
製

造
し
て
い

く
こ
と
で
、

電
気
は
自

分
達
で
作

り
出
し
消

費
す
る
エ

ネ
ル
ギ
ー

地
産
地
消

の
可
能
性

を
追
求
し

て
い
き
ま

す
。

こ
の
人
に

　

Vol.90

目
指
す
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

　
　
　
　
　
　

 

地
産
地
消

有限会社 NOTES
取締役　荻原 直己 氏

箕輪町商工会

「この人に注目」をシリーズで毎号掲載しています。商工会地域内で頑張っておられる方をご紹介ください。

　平成24年１月16日に開催した商工連理事会において長野県商工会観光パワーアップ事業を継続していく方針
を決定いたしました。12月４日のBS-TBS、12月８日のSBCにおいて県青連、県女性連が制作した「お出かけ
食べルート」を基本とした観光地紹介番組を放映した結果、電話等の問合せ件数、商工連HPのアクセス件数、
平均視聴率等の反響がかなりありました。これにより、今回制作放映した４ルート以外の15ルートについても、
公平性を期すため番組を制作して放映していくこととし、また制作したルートについては、DVD化して旅館
等への提供により、県内観光地PRとしての活用を考慮していくことになりました。
　新年度は、長野県商工会観光パワーアップ事業推進協議会（仮称）を設立して、お出かけ食べルートにおけ
る19ルート単位の組織化、ネットワーク化による観光振興策の展開等を図っていきます。
　引続き本事業への、ご理解とご協力を賜りますようよろしくお願いいたします。

　「長野県観光パワーアップ事業における
　　　　　　　　　　今後の方向性について」

　　　　　　より一層の観光振興を目指して！
　　　　　長野県商工会観光パワーアップ事業継続実施

オリジナル製品の製作使用確認
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信州エコサポート信州エコサポート
　●省エネルギー対策・節電対策に取り組む中小企業者が対象です。
　●一企業5,000万円まで
　●法人代表者以外の保証人は不要
　●保証料率は、お借入金額に対し年0.35％～1.80％
詳しくは、お近くの当協会窓口までお問い合わせください。

「平成24年経済センサス
活動調査」について

取引に関するご相談は

公正取引委員会へ

　総務省、経済産業省
は、平成24年２月に全
ての企業・事業所を対
象として標記の調査を

実施します。これは我が国における産業構
造を包括的に明らかにすることを目的とし
た政府の重要な調査であり、正確な統計を
作成するため、統計法（平成19年法律第
53号）に基づいた報告義務のある調査（基
幹統計調査）として実施されます。調査結
果は、各種行政施策や学術研究の基礎資料
としての活用だけでなく、経営の参考資料
として事業者の方々にも活用していただく
ことを目指しています。調査の趣旨、必要
性をご理解いただき調査にご協力ください。

～独占禁止法相談ネットワークで
は皆様からの御相談を受け付けて
おります～

○このようなことでお困りではありませんか？

　このような独占禁止法や下請法に照らして問題にな
るのではないかといった相談に対して、公正取引委員
会では、ご相談に応じ、適切な対処、的確な対応をい
たします。
　お気軽にご相談ください。

お問い合わせは
　◎公正取引委員会事務総局
　　Tel：03-3581-5481

MESSAGE BOARD

◆どんな情報交換をすると問題なの？
◆�取引先が代金を一方的に減額している。買い
たたきに遭っている。注文どおりなのに返品
された！下請法違反行為じゃないの？

気軽に相談
身近な窓口
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地元若衆・女衆が 　　　　おしえる

信州お出かけ食べルート
『信州お出かけ食べルート』ホームページ　URL：http://www.nagano-sci.or.jp/19route/index.html

こっそり

北信濃あったか家族ふれあいの旅

信濃町のとうもろこし、やたらカツ丼（飯綱町）、越水四季弁当（長野市戸隠）、
戸隠古流祭礼御膳（長野市戸隠）

　北信濃北部を家族みんなで楽しめるふれあいの旅です。信濃町では野尻湖の遊覧船
で楽しみ、近くのナウマンゾウ博物館、一茶記念館を見学。黒姫高原では童話館で絵
本を見て、人形劇や紙芝居を楽しみ、戸隠ではアミューズメントいっぱいのチビッ子
忍者村で親子で忍者修行。その後は、そば打ち体験です。

若衆おすすめスポット・コース

女衆いちおしうまいもん

ルート No.

18
信 濃 町 ・ 戸 隠 ・ 長 野 市 川 中 島

野尻湖

信濃町
IC

野尻湖
遊覧船

黒姫
童話館

そば打ち
体験

トザワ
コンニャク

工場

チビッコ
忍者村

10分 20分 30分 60分

信濃町信濃町 信濃町 戸隠 戸隠 長野市川中島 長野市

長野 IC

北信濃ふる里新発見の旅

ジャンボロースかつ定食（長野市川中島）、なすぎょうざ（小布施町）、おしぼりうどん（千曲市上山田温泉）、
ラーメン（千曲市上山田温泉）

　小布施から長野市、そして千曲市へと北信濃南部の歴史・文化、豊かな自然と信濃
の食を味わう体も心もリフレッシュする旅です。小布施のオープンガーデンと昔を感
じさせる雁田の里道さんぽ。南下して戦国時代の合戦の地、川中島へ。さらに月の名
所「田毎の月」として有名な姨捨の棚田と、戸倉上山田温泉を巡る旅です。美味しい食も各地にあります。

若衆おすすめスポット・コース

女衆いちおしうまいもん

ルート No.

17
小 布 施 ・ 長 野 市 川 中 島 ・ 千 曲 市

オープンガーデン

小布施
IC

里道さんぽ
オープン
ガーデン

見学

川中島
白桃

戸倉上山田温泉
湯の華銭湯

瑞祥
高村商店更科そば

10分 10分 10分

小布施 長野市川中島 千曲市 千曲市 千曲市

姨捨 姨捨 IC

小布施 千曲市 千曲市

越後と上州国ざかいと秘湯の旅

湯けむり蕎麦鍋（山ノ内町）、名水火口そば（木島平村）、季節のおこわ（山ノ内町）、あんぼ（栄村）、
手打ちそば（栄村）

　北信州の豊かな自然とふれあうことができます。特に春の新緑と秋の紅葉シーズン
におすすめしたいコースです。
　広い地域のため移動はかかりますが、見所が盛りだくさんですのでゆっくり旅した
い方は、途中で一泊してまわりの景色を楽しみながら、のんびりとした観光もおすすめです。また、この地
域には温泉がたくさんありますので、温泉巡りをしたり、冬はスキーやスノーボードも楽しめます。

若衆おすすめスポット・コース

女衆いちおしうまいもん

ルート No.

19
木 島 平 村 ・ 飯 山 ・ 野 沢 温 泉 ・ 栄 村 ・ 山 ノ 内 町

内山和紙体験の家

羽田
甘精堂

湯田中渋
温泉郷

信州中野
IC

豊田飯山
IC

野沢温泉
外湯めぐり

道の駅
信越さかえ 切明温泉 志賀高原

龍興寺清水
内山和紙
体験の家

千曲川
舟下り

（柏尾カヌー
ボート）

30
分

木島平村中野市 飯山 野沢温泉 栄村 栄村 山ノ内町 山ノ内町 山ノ内町 中野市

30
分

30
分

5
分

30
分

20
分

35
分

60
分

60
分
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 信州匠選定品のご紹介
　本会が行う信州匠選事業は、県内でとれる産物を使った商品を特産品として販売、消
費することにより地域活性化を推進することを目的に、申請のあった特産品等の商品が
一定の基準に合致しているか信州匠選選定会により審査し、基準をクリアした特産品等
を信州ブランド特産品として認定し、マークを付与しています。

信州匠選URL：http://www.nagano-sci.or.jp/takumisen/

■竹酢
■竹炭
　燻煙竹は囲炉裏のある部屋をイメージして作られ、
竹炭はマイナスイオン増加、湿度調整、水・空気の浄
化作用、脱臭作用などがあります。

〒390-1104  東筑摩郡朝日村大字古見2607
TEL0263-99-3560  FAX0263-99-2396

〒399-9301  北安曇郡白馬村北城2937-243
TEL0261-72-3290

朝日開発白馬サンプソンファーム

■手作り信州野菜ジャム
　  人参ジャム、かぼちゃジャム、
　  玉ねぎジャム、ルバーブジャム、
　  紫米ジャム、黒豆ジャム、トマトジャム

　「手作り」「無添加」「天然素材」「信州」をキーワー
ドに、保存料、着色料は一切使用していません。パン
やヨーグルトはもちろん料理の隠し味にも活用いただ
けます。

竹酢

竹炭

お問い合わせは、最寄りの商工会まで。
（引受保険会社：東京海上日動火災保険、損害保険ジャパン）

商工会の業務災害保険が

　スタート!!


